
JP 6010013 B2 2016.10.19

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示パネルと、
　前記表示パネルに電気的に接続され、前記表示パネルを制御する回路基板と、
　スピーカと、
　前記表示パネルの外周部を全周にわたって覆うフロントベゼルと、
　前記表示パネルの背面に位置し前記フロントベゼルと接合し、前記回路基板と前記スピ
ーカを覆うバックカバーと、
　を備え、
　前記バックカバーは、
　前記表示パネルの表示面に対して第１の方向を向く前記スピーカの放音面に対して対向
する位置に配置された、前記スピーカの音を外部へ通すための第１貫通孔を有する第１開
口部と、
　前記表示パネルの表示面に対して第２の方向を向き、前記第１開口部とは異なる位置に
配置された、前記スピーカの音を外部へ通すための第２貫通孔を有する第２開口部と、
　を具備し、
　前記第１開口部が有する前記第１貫通孔の開口面積は、前記第２開口部が有する前記第
２貫通孔の開口面積よりも大きいことを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記第１貫通孔は、任意の形状からなる１つ又は複数の孔から形成され、前記第２貫通
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孔は、任意の形状からなる１つ又は複数の孔から形成される、請求項１に記載の表示装置
。
【請求項３】
　前記第１貫通孔が外部に通す音の量は、前記第２貫通孔が外部に通す音の量よりも大き
い請求項１または請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記第２の方向は、前記第１の方向に対して４５度より大きく９０度より小さい角度を
有する請求項１乃至請求項３のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記第１貫通孔を構成する孔の大きさは任意の大きさであり、前記第２貫通孔を構成す
る孔の大きさは任意の大きさである請求項１乃至請求項４のいずれか一項に記載の表示装
置。
【請求項６】
　前記スピーカは一対のスピーカユニットからなり、前記第１開口部は一対の第１開口か
らなり、前記第２開口部は一対の第２開口からなる請求項１乃至請求項５のいずれか一項
に記載の表示装置。
【請求項７】
　表示パネルと、
　前記表示パネルに電気的に接続され、前記表示パネルを制御する回路基板と、
　スピーカと、
　前記表示パネルの外周部を全周にわたって覆うフロントベゼルと、
　前記表示パネルの背面に位置し前記フロントベゼルと接合し、前記回路基板と前記スピ
ーカを覆うバックカバーと、
　を備え、
　前記バックカバーは、
　前記表示パネルの表示面に対して第１の方向を向く前記スピーカの放音面に対して対向
する位置に配置された、前記スピーカの音を外部へ通すための第１貫通孔を有する第１開
口部と、
　前記表示パネルの表示面に対して第２の方向を向き、前記第１開口部とは異なる位置に
配置された、前記スピーカの音を外部へ通すための第２貫通孔を有する第２開口部と、
　を具備し
　前記第１開口部と前記放音面は、互いに対向する部分を少なくとも有する位置に配置さ
れ、
　前記第１開口部が有する前記第１貫通孔の開口面積は、前記第２開口部が有する前記第
２貫通孔の開口面積より大きいことを特徴とする表示装置。
【請求項８】
　前記第１貫通孔は、任意の形状からなる１つ又は複数の孔から形成され、前記第２貫通
孔は、任意の形状からなる１つ又は複数の孔から形成される、請求項７に記載の表示装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、スピーカを内蔵した表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば壁掛けテレビ等の薄型で軽量構造の表示装置においては、スピーカで発生した音
を下方又は側方に向けて放出するものがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
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【特許文献１】特開２０１２－１５６９８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　このような表示装置では、出力の小さなスピーカにより、拡がりのあるクリアな音質を
実現することが望まれている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　実施形態によれば、表示装置は、表示パネルと、前記表示パネルに電気的に接続され、
前記表示パネルを制御する回路基板と、スピーカと、前記回路基板と前記スピーカを覆う
筐体と、を備える。前記筐体は、前記スピーカの放音面に対向する位置に配置され、前記
スピーカの音を外部へ通すための第１貫通孔を有する第１開口部と、前記第１開口部とは
異なる位置に配置され、前記スピーカの音を外部へ通すための第２貫通孔を有する第２開
口部と、を具備し、前記第１開口部が有する前記第１貫通部の開口面積は、前記第２開口
部が有する前記第２貫通孔の開口面積よりも大きいことを特徴とする。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】実施形態に係る表示装置を示す正面図。
【図２】図１のＩＩ－ＩＩ線に沿う断面図。
【図３】壁面に設置した表示装置を図１のＩＩＩ－ＩＩＩ線方向から示す説明図。
【図４】壁面に設置した表示装置を図１のＩＶ－ＩＶ線方向から示す説明図。
【図５】図４の一部を拡大して示す説明図。
【図６】図５のＶＩ－ＶＩ線の方向から示す説明図。
【図７】壁面に対する表示装置の２つの配置例を示す説明図。
【図８】スピーカの説明図。
【図９】壁面に対する取り付け部を示す説明図。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　以下、実施の形態について、図面を参照して説明する。図中、同様な部位には同様な符
号を付してある。
【０００８】
　図１に示すように、実施形態の表示装置１０は、全体に横長の矩形形状に形成してあり
、ユーザ側である前面に配置した表示部１２と、この表示部１２を背部から支えるキャビ
ネット部１４とからなる筐体１６を備え、この筐体１６内に内部空間１８（図２）が形成
されている。
【０００９】
　図２に内部構造を概略的に示すように、表示部１２は、表示パネル２０の横方向の外側
部及び背部に、例えばアルミニューム等の軽量金属製のシャーシ２２を配置した表示ユニ
ット２４を備え、この表示ユニット２４が表示パネル２０を形成している。表示パネル２
０は表示面を形成する前面を透明ガラス板２６で覆い、表示パネル２０の表示面を外部か
ら視認可能とすると共に、周囲環境から保護している。この表示パネル２０は、例えば板
状の液晶パネルで形成することができ、この他にも、例えばプラズマディスプレイパネル
、有機ＥＬパネル等の種々のディスプレイパネルで形成してもよい。
【００１０】
　表示部１２の表示ユニット２４は、ガラス板２６と共にキャビネット部１４で一体的に
支えられている。このキャビネット部１４は、フロントペゼル２８とバックカバー３０と
を有する。フロントベゼル２８は、ガラス板２６の外周部に当接する前板部２８ａと、前
板部２８ａの外縁部から背面側に延びる側板部２８ｂとで略Ｌ字状の断面形状を形成して
おり、側板部２８ｂを介してバックカバー３０に一体的に接続される。
【００１１】
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　フロントベゼル２８の前板部２８ａは、表示部１２の外周部を全周にわたって覆ってお
り、その幅すなわちガラス板２６側の内周縁部と外側の外周縁部との間の寸法は、表示パ
ネル２０に比して極めて小さな幅狭形状に形成してあり、開口部、スイッチ類等は設けら
れていない。この前板部２８ａは、ユーザ側の前面から見たときに、上下方向の短辺部及
び左右方向の長辺部に沿ってほぼ一定幅を有し、内周縁部と外周縁部との間の中間部位が
前方に僅かに突出した湾曲断面となっている。また、側板部２８ｂは前板部２８ａよりも
薄肉構造に形成し、軽量化が図られる。
【００１２】
　バックカバー３０は、表示ユニット２４の背部に位置する平坦状の裏板部３０ａと、裏
板部３０の外周縁部から前面側に延びる側板部３０ｂとを有し、この側板部３０ｂがフロ
ントベゼル２８の側板部２８ｂの外面に接合される。これにより、筐体１６の強固な一体
構造を提供し、内部空間１８内に配置される種々の電子部材を保護する。
【００１３】
　これらの表示ユニット２４とキャビネット部１４との間に形成される内部空間１８内に
は、表示パネル２０に接続されて表示装置１０の全体を制御する制御基板や、電源回路基
板、後述するスピーカを駆動する回路基板等の必要とする種々の基板及び電子部材が配置
される。これらの種々の基板は、表示ユニット２４のシャーシ２２に直接又は種々の形状
の補助ブラケット３２を介してこの内部空間１８内に保持することができる。これらの補
助ブラケット３２は、金属の他にも、適宜のエンジニアプラスチック等で形成し、軽量化
及び小型化を図ることが好ましい。
【００１４】
　内部空間１８内には、一対のスピーカ３４を配置してある。本実施形態では、一対のス
ピーカ３４は、図１の前面側から見たときに、横長の左右方向両側で左右対称となる位置
で、下方すなわち下側の長辺部に近接する側に配置してある。各スピーカ３４は、図２に
示すように、固定用の支持部材３６により、表示ユニット２４のシャーシ２２に取付けら
れる。
【００１５】
　各スピーカ３４は、音を放散する放音面３４ａを表示装置１０の裏面側、すなわちバッ
クカバー３０の裏板部３０ａに向けた状態で、この裏板部３０ａの内面に対向させて保持
されている。放音面３４ａは、表示パネル２０とほぼ平行に配置し、この表示装置１０の
全体の最大厚みであるフロントベゼル２８の前板部２８ａとバックカバー３０の裏板部３
０ａとの間の距離を小さくすることが好ましい。また、スピーカ３４は表示ユニット２４
の裏面側で、この表示ユニット２４に重なる位置に配置することにより、フロントベゼル
２８の幅寸法及び表示装置１０の全体の左右方向寸法を小さくすることができる。
【００１６】
　各スピーカ３４の音を内部空間１８から筐体１６の外部に放出するため、バックカバー
３０の裏板部３０ａに一対の第１開口部３８と第２開口部４０とをそれぞれ形成してある
。第１開口部３８は、スピーカ３４の放音面３４ａに対向して前後方向に重なる位置に配
置し、第２開口部４０は放音面３４ａからずれて側板部３０ｂに隣接する位置に配置して
ある。第１開口部３８及び第２開口部４０は、それぞれバックカバー３０をその厚み方向
に貫通させて形成した複数の貫通孔で形成してある。
【００１７】
　第１開口部３８は、放音面３４ａに垂直な方向に延びる第１軸３８ａを有し、第２開口
部４０は、第１軸３８ａに交差する第２軸４０ａを有する。この第２軸４０ａは、スピー
カ３４の音を筐体１６の側方に導くものであれば、適宜の方向に延設することができるが
、第１軸３８ａに対して少なくとも４５度より大きく９０度よりも小さい角度を有するこ
とが好ましい。
【００１８】
　第１開口部３８は、スピーカ３４からの音の主要部を通過させ、残りの部分を第２開口
部４０を通過させて筐体１６の外部に放出する。換言すると、スピーカ３４から放出され
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た音は、第１開口部３８から第２開口部４０よりも大きな音あるいは音圧に分配される。
このように、第１開口部３８から放出する音量を第２開口部４０から放出される音量より
も大きくするため、第１開口部３８の第１軸方向における開口面積は、第２開口部４０の
第２軸方向における開口面積よりも大きく形成し、スピーカ３４から出力される音の強さ
を１００としたときに、第１開口部３８から６０～８０、第２開口部４０から２０～４０
程度の比率でキャビネット部１４から放出することが好ましい。
【００１９】
　また、筐体１６の内部空間１８内には、各スピーカ３４の放音面３４ａに隣接すると共
に第１開口部３８及び第２開口部４０が連通する放音部４２を区画する仕切り４４を設け
てある。この仕切り４４は、スピーカ３４の支持部材３６に沿ってバックカバー３８の内
面に接触して放音部４２を、内部空間１８内の他の部分に音が漏れないように区画する。
この仕切り４４は、放音部４２から内部空間１８内の隣接する領域に音が漏れるのを防止
できるものであれば適宜の材料で形成することができ、例えばゴム材料等の弾性材で形成
することが好ましい。また、放音部４２に面する側に、音の吸収を防止する薄膜材等を配
置することにより、発泡樹脂等で形成することも可能である。
【００２０】
　図３から図５に示すように、この表示装置１０は、全体に薄型構造に形成され、例えば
取付具４６で壁Ｗ等に掛け、表示部１２に画像を表示し、スピーカ３４から音響を出力す
ることが可能な電子表示装置として用いることができる。例えば通信端末やパーソナルコ
ンピュータから有線又は無線で受けた信号により、表示部１２に画像や文字を表示し、一
対の内蔵スピーカ３４から音楽や音声等の音を発することができる。更に、所要のオペレ
ーティングシステムを内蔵してタブレット型ポータブルコンピュータとして使用し、地上
デジタルテレビの受信装置として使用してもよく、種々の用途に用いることができる。電
源は、内蔵したバッテリを用いてもよく、電源ケーブルを介して外部から供給してもよい
。
【００２１】
　このように壁Ｗに取付けた状態では、スピーカ３４の音は、放音面３４ａから放音部４
２に放散され、第１開口部３８及び第２開口部４０から筐体１６の外部に放出される。第
１開口部３８から放出された音４８は壁Ｗで反射されて符号４８ａで示すように表示装置
１０の前面側に出てくる。このとき、第２開口部４０からも、音５０が表示装置１０の側
方に出てくる。
【００２２】
　これにより、第１開口部３８から出て壁Ｗで反射した音４８ａと、第２開口部４０から
出た音５０とのバランスをとることができ、拡がりのある音の設定と音のクリアさを細か
くチューニングすることができる。
【００２３】
　図６は、このような音のバランスをとる第１開口部３８及び第２開口部４０は、第１開
口部３８を多数の円形形状のパンチ孔で形成し、第２開口部４０を上下に延びる細長いス
リット状に形成した状態を示す。もちろん、このような形状に限らず、第１開口部３８か
ら第１軸３８ａ方向に沿って出る音４８と第２開口部４０から第２軸方向に沿って出る音
５０とのバランスを取ることができるものであれば、適宜の形状に形成することができる
。例えば、第１開口部３８の開口をスリット状又は矩形形状にし、第２開口部４０の開口
をパンチ孔で形成してもよい。
【００２４】
　図７は、第１開口部３８が壁Ｗで閉塞されるのを防止するため構造例を示す。図７の左
側では、バックカバー３０の裏板部３０ａの裏面すなわち壁Ｗに対向する面を平坦に形成
し、この裏面から１又は複数の突起５２を突出させてある。また、図７の右側では、裏板
部３０ｂの中央部の裏面を平坦状に形成し、第１開口部３８が形成される側縁部を、中央
部から表示部１２側に傾斜する傾斜面５４に形成してある。いずれの場合も、第１開口部
３８から出た音が壁Ｗで反射した後、表示装置１０の側面側から外方に拡がりのある音を
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【００２５】
　図８は、スピーカ３４の放音面３４ａの形状を例示する。このように、スピーカ３４の
放音面３４ａが長円形状又は楕円形状に形成することにより、長軸側を上下方向に沿わせ
、放音面３４ａの全体が表示装置１０の側部に近接させて配置することができる。この場
合には、表示部１２したがって筐体１６のサイズが大きくなっても、第１開口部３８と第
２開口部４０との音のバランスを取ることができる。
【００２６】
　図９の（Ａ）及び（Ｂ）に示すように、バックカバー３０の裏板部３０ａに小径部と大
径部とを有する取付孔５６を配置し、この取付孔５６を補強する補助具５８を、例えばシ
ャーシ２２である構造部材に固定することにより、この取付孔５６を介して取付具４６を
取付け、壁Ｗに取外し可能に固定することができる。このような取付孔５６は、表示装置
１０の裏面に、例えば４箇所形成することが好ましい。
【００２７】
　なお、バックカバー３０の少なくとも中央部は平坦状に形成してあるため、取付具４６
を用いずに、裏面を直接、机等の上に接触させて置くことも可能である。この場合にも、
第１開口部３８から出た音４８を机の上面から反射音４８ａとして反射させることができ
、第２開口部４０からの音５０とバランスさせることができる。また、壁Ｗに掛ける場合
も、取付孔５６及び取付具４６に限らず、筐体１６の下縁部を適宜の支持腕部材で支える
ようにしてもよい。
【００２８】
　このような実施形態の表示装置１０によると、出力の小さなスピーカ３４であっても、
拡がりのあるクリアな音質を実現することができる。
【００２９】
　上述の実施形態は、例として提示したものであり、発明の範囲を限定することは意図し
ていない。これら新規な実施形態は、その他の様々な形態で実施されることが可能であり
、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、置き換え、変更を行うことができる。こ
れら実施形態やその変形は、発明の範囲や要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記
載された発明とその均等の範囲に含まれる。
【符号の説明】
【００３０】
　１０…表示装置、１２…表示部、１４…キャビネット部、１６…筐体、１８…内部空間
、２０…表示パネル、２２…シャーシ、２４…表示ユニット、２６…ガラス板、２８…フ
ロントベゼル、３０…バックカバー、３２…補助ブラケット、３４…スピーカ、３６…支
持部材、３８…第１開口部、４０…第２開口部、４２…放音部、４６…取付具、４８，５
０…音、５２…突起、５４…傾斜面、５６取付孔、５８…補強具、Ｗ…壁。
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